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２０２２年１月４日 

皆様、令和４年、明けましておめでとうございます。 

大変天候が悪く荒れている本日ですが、明瀬北海道財務局長はじ

め、関係者の皆様にお越しいただきました。さらに、華やかな晴れ着

の証券レディの皆様には、朝早くからご準備を頂きありがとうござ

います。今年の札幌証券取引所の業務開始にあたり一言ご挨拶させ

ていただきます。 

今年の経済ですが、インフレや資源不足、 

供給のネック、政治問題等課題が山積して 

いますが、何といっても当面はコロナの収 

束がいつになるのかということではないでしょうか。大納会でも触

れましたが、まだウイルスという概念が一般的でない１００年程前

に、スペインで疫病が流行り、日本でも２０００万人程が罹患し約

４０万人が死亡した、大変大きな疫病でしたが、流行後３年目の春

に、急に収束しています。そういう歴史から、コロナも３年目の今年

の春には感染も収束するのではないかということも言われており、

そう願うばかりです。 



そのような中にあって、既にアメリカ

をはじめ景気回復が先行しているとこ

ろもありますので、当取引所はじめ北海

道の経済、日本の経済が早々にコロナ前

に回復することを祈念しております。 

来月は北京で冬季オリンピックが開催され、北海道出身選手の活

躍を大変期待しているところです。５０年前には札幌で冬季オリン

ピックが開催されました。今日の札幌のインフラができあがったき

っかけだった他、スキージャンプをはじめ日本人選手の活躍が北海

道でスポーツが盛んになるきっかけになり、最近ではスポーツによ

る経済効果は相当高いと言われています。２０３０年の札幌オリン

ピック・パラリンピックもぜひ実現して欲しいものです。 

さて、本日は北海道日本ハムファイターズの稲葉篤紀さんをゲス

トにお招きしております。稲葉さんは、東京五輪で侍ジャパンの監

督として、ミラクル的な勝利も含め全試合に勝利し、金メダルをも

たらしました。多くの国民に感動を与えたことも記憶に新しいとこ

ろです。 

稲葉さんには、北海道日本ハムファイターズの日本一奪還を果し

ていただき、北海道に勇気と感動を、そして北海道の経済活性化の

起爆剤となるようにと願うばかりです。 

「手締め」 

日本証券業協会 

北海道地区協会 伊藤会長 



その願いが叶うよう、稲葉さんには、札証の鐘を打鐘して頂きま

す。 

打鐘の間に、札証では今年こそ新たな上場企業の登場や上場企業

の更なるステップアップを念じたいと思いますので、ご参加の皆さ

んもそれぞれ願い事をして頂ければと思います。大発会に当たりま

してご挨拶させていただきました。 

本年もどうぞよろしくお願いします。 

 

札証の鐘「打鐘」 

「新庄監督を迎え新たな挑戦、新たなスタートとなります。道民の皆様と喜

びを分かち合えるように一生懸命頑張って行きます」 

北海道日本ハムファイターズ  

稲葉篤紀ゼネラルマネージャー兼スポーツ・コミュニティー・オフィサー  

 


